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雪の石鎚山　写真：井 上 匡 啓 さん（新居浜市）
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2-3新年のご挨拶
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行動指針
医学知識・技術の研鑽につとめ高度な医療を安全に提供します
患者さんの立場にたった優しい医療を目指します
地域中核病院として地域医療を支えます
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　あけましておめでとうございます。旧年中は医療法人住友別子病院に
対して、格別のご厚誼を賜りまして、誠にありがとうございました。本年
もよろしくお願い申し上げます。
　昨年３月に新病院建設のすべての工事が終わり、グランドオープンいた
しました。皆様方には、いろいろとご迷惑をおかけしましたが、ご協力
ありがとうございました。
　今後は、新病院の施設・設備や新病院建設の際に導入した機器の充分な活用を図るととも
に、当地域で不足している医師の確保に力を注いで、がん診療連携拠点病院・急性期医療の
中核病院として地域の医療と福祉に貢献していきたいと考えています。
　昨年は血管造影室の増築・DSAの増設を行い、２台体制となりました。血管造影の際に同
時にCTを撮影することのできる装置を導入するとともに、循環器の救急医療に365日24時間
対応できるようにいたしました。また、岡山大学と連携して、不整脈の治療であるカテーテル
アブレーション（焼灼）治療を立ち上げました。
　さらに東予地区では最初となる内視鏡手術用ロボット「ダビンチ」を導入し、前立腺がん手
術、直腸がん手術を行いました。これは医師が遠隔操作で３D画像を見ながら、高感度化カメ
ラや専用鉗子が装着されたアームを操作するもので、手振れが補正され、これまでの内視鏡
手術より繊細で複雑な手術を可能としたもので、今後、前立腺がん手術、直腸がん手術領域
においては主流になるであろうと予想されています。ダビンチ手術は泌尿器科領域では第一選

択と認識されていますが、直腸癌
手術は厳しい施設基準や術者基準
があり、愛媛県で二番目の導入施
設となります。
　診療面では、肺がん・血液診療
においては愛媛大学の協力を得て
診療する仕組みが機能し始めてい
ます。また、昨年より開設したリウ
マチ・膠原病外来の患者さんも順
調に増えており、当地域において
リウマチや膠原病の患者さんに福
音をもたらしているものと考えて
います。

　さらに、本年２月からは小
児科診療が再開されることが
決まっています。
　一方で、新居浜・西条医療
圏を含む東予地区における医
師不足・医師の高齢化は引き
続き深刻で、地域医療崩壊の
危機にさらされています。当
地域の医師不足については、
行政・医療・市民が一体となっ
て若い医師がぜひとも新居浜
に来たいと思う環境を早急に
作ることが求められています
が、当面は新居浜の医療機関がお互いに協力し合って、地域医療を守っていくしかありませ
ん。当院は医療連携の中核として、地域医療を支えられるよう引き続き努力していきたいと思
います。
　限られた医療資源を地域全体で守らなければ地域医療は崩壊します。以下のことは地域医
療を守るために不可欠と思われますので、ご協力よろしくお願いします。

● お住まいの地域にかかりつけ医をもつ。
気になることがあれば、まず、かかりつけ医に相談して急性期病院受診の際には紹介
状を持参する。

● コンビニ受診（自分の都合で時間外に受診すること）を控える。
● ドクターショッピング（症状が改善しないと感じるため、あるいは症状が改善しても心
配であるために受診する病院を次々に変えること）をしない。

● 診療機能に応じた医療連携に協力する。
例えば急性期の医療が終われば、回復期医療・リハビリの出来る施設に移転する。リハ
ビリが終われば療養型の病院・施設・在宅医療に移行する等

● 一次救急・二次救急の区分にしたがい救急体制に協力する。

　住友別子病院は地域の医療機関、地域の皆様とともに新居浜市・東予地区の医療・福祉を
支えていきますので、本年もご協力・ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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住友別子病院は
地域がん診療連携拠点病院です

がん診療部長　加 藤 勤
地域がん診療連携拠点病院とは？
　専門的ながん医療の提供、地域のがん診療の連携協力体制の整備、患者・住民
への相談支援や情報提供などの役割を担う病院として、国が定める指定要件を踏
まえて都道府県知事が推薦したものについて、厚生労働大臣が適当と認め指定し
た病院です。
　がん診療連携拠点病院には、各都道府県で中心的役割を果たす「都道府県がん診療連携拠点病院」と、
都道府県内の各地域（２次医療圏）で中心的役割を果たす「地域がん診療連携拠点病院」があります。愛媛
県においては「都道府県がん診療連携拠点病院」として四国がんセンター、「地域がん診療連携拠点病院」と
して住友別子病院・済生会今治病院・愛媛県立中央病院・愛媛大学附属病院・松山赤十字病院・市立宇和
島病院の６施設が指定されています。
　指定されるためには様々な要件を満たす必要がありますが、がんを治療する上で必要な組織・設備・装
置・人員（医師・がん認定看護師・がん認定薬剤師・放射線治療専門放射線技師など）が整備されていなけ
れば指定を受けることはできません。
　「地域がん診療連携拠点病院」は平成14年３月から指定が始まりましたが、当院では地域のがん治療を
担うべく取り組みを推進し、いち早く平成17年１月から指定を受けております。認定に向けて、院内にが
ん診療部とがんセンターを組織化し、当時まだ普及が一般的ではなかった”外来化学療法”を開始しまし
た。また、がん診療を専門とする医師・コメディカルを確保もしくは養成しつつ、治療に必要と考えられ
るハードウエアについても逐次整備していき現在に至っています。
　現在においては、当院はがん診療（診断・治療）を行う上で必要なものがほぼ揃いつつあると理解して
いただいてよいでしょう。特に設置が簡単ではない代表的なものとして、診断の上で重要なPET-CTを病
院新築時に整備し、平成30年６月には治療の上で鍵となるロボット手術支援装置（ダビンチ）を導入いた
しました。
　がん治療の三本柱は、手術療法・化学療法・放射線療法とされていますが、当院においてどのような最
先端の治療を受けることができるかについてこの紙面を借りて以下の予定でシリーズ化して説明していく
予定です。

第１回　手術療法（腹腔鏡下手術・ロボット支援を含めて）
第２回　手術療法（内視鏡治療・焼灼療法・血管内経カテーテル治療）
第３回　化学療法（外来化学療法を含めて）
第４回　放射線治療（強度変調治療を含めて）
第５回　緩和治療

18:30 ～ 19:00 19:00 ～ 19:30 19:30 ～ 20:00

平成31年
1月24日㈭

糖尿病とは？
（医 師）

食事療法
（栄養士）

生活指導
（看護師）

2月28日㈭ 合併症 眼
（医 師）

食事療法
（栄養士）

糖尿病の検査
（検査技師）

3月28日㈭ 合併症 腎臓
（医 師）

食事療法
（栄養士）

合併症 神経
（医 師）

4月25日㈭ 運動について
（医 師）

食事療法
（栄養士）

糖尿病教育
（看護師）

患者教室場　所

10名（先着順）
申し込みが必要です。

募集人員

費　用 2,000円（4回分）

医事課　TEL（0897）37-7116（直通）
お問い合わせ先

参加者募集のお知らせ
糖尿病の方、糖尿病が気になる方、この機会に是非勉強してみませんか？第28回

夜間糖尿病
教室
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臨床検査部臨床検査センター

山 崎 泉

　臨床検査技師が取得している認定資格について、第３回目は『認定輸血検査技師』という資格をお
話しします。
　認定輸血検査技師は、輸血に関する正しい知識と的確な輸血検査により、輸血の安全性の向上に
寄与することのできる技師の育成を目的として平成７年度から導入された制度で、全国に約1,600
名います。当院では３名が資格を有しており、日々輸血検査業務を行っています。
　輸血は移植の一種と考えられ、さまざまな副作用や合併症を伴いやすく、輸血治療を行うには深
い知識・的確な判断力と技術が要求されます。認定輸血検査技師は安全に輸血を行うために伴う検
査や、院内の輸血療法委員会での活動を通して、輸血副作用調査や厚生労働省が出している指針に
基づき輸血が適切に実施されているか検討・管理を行っています。また、血液センターと密に連絡
を取り合い、必要な製剤を迅速に手配しながら１本でも廃棄血を減らすよう努めています。
　では、普段行っている輸血検査を簡単に説明します。患者さんが重度の貧血や大量出血などによ
り輸血が必要になった時、まずABO血液型とRhD血液型を検査します。ABO血液型は輸血において
最も重要な血液型で、輸血する血液は患者さんと同じABO血液型を選択します。次に、不規則抗体
検査を行います。血液型はABO血液型以外に何百種類とあるのですが、不規則抗体とはABO血液
型以外の血液型に対する抗体のことで、輸血に影響のある約20種の抗体の有無を検査します。適
合性を最終確認する検査として、患者さんの血液と輸血する血液を反応させる交差適合試験（クロス
マッチ）を行います。これらの検査が陰性と確認後、初めて患者さんに輸血が行われます。
　輸血療法は現在の医療ではなくてはならない治療法です。しかし、副作用等の危険性が常に
伴っている治療法でもあります。そのことを念頭において、今後も私たち認定輸血検査技師は医師
や他の医療スタッフと共に安全な輸血治療を行い、患者さんの病状の改善・治癒に少しでも貢献で
きるよう業務にあたっていきます。よろしくお願いします。

認定輸血検査技師 編
お仕事紹介　臨床検査部 PART ３お仕事紹介　臨床検査部 PART ３

輸血自動分析装置 照射赤血球液

試験管法（A型Rｈ陽性） 自動分析装置によるカラム法（A型Rh陽性）
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季節のレシピ
　当院で提供した嚥下食のおせち料理です。
　おせち料理をミキサーにかけ、とろみ剤やゼリー剤
を使用し形成し直した料理です。味も変わらず、噛む
力や飲み込みの心配な方もおいしく食べられます。

◆ おせち料理（嚥下食）
献 立

栄養管理科からお届けします

① 出来上がった黒豆100ｇをミキサーにかける。
② ①に煮汁15ｃｃとソフティアＧ（固形化補助食品）1ｇを加え再度ミキサーにかける。
③ ②を鍋に入れ加熱し、ある程度冷めたら搾り出し袋に入れ、黒豆の形に搾り出す。
④ ③を器に盛りつける。
⑤ 嚥下状態に合わせ、砂糖、塩、醤油、ソフティアＳ（とろみ調整食品）でとろみを作りかける。

作り方（黒豆）

興味のある方は、チャレンジ
してみてはいかがでしょうか！！

第 41 回 おしごと拝見!職場のわ
５階北病棟

　私達５階北病棟は、病床数44床の消化器内科病棟です。
　消化器内科は、食道・胃から小腸・大腸へとつながる消化管と、

肝臓・胆嚢・膵臓の領域を主に担当している内科です。病棟には、胃カ
メラや大腸カメラでの検査はもちろん、内視鏡的粘膜下層剥離術
（ESD）、内視鏡的逆行性胆管膵管造影（ERCP）、超音波内視鏡検査
（EUS）などの内視鏡的治療やがん化学療法、ラジオ波焼灼術・肝動脈
化学塞栓療法などの肝がん治療を受ける患者さんが入院されています。
　近年、高齢者人口がますます増加し、入院される患者さんも高齢の
方が増えています。高齢の方が入院し退院した後、急に認知機能が低
下することがあります。その原因として、高齢者の入院患者の1割以上
で発症するという「せん妄」の影響が指摘されています。そのことを考慮
し、患者さんやご家族が何を望んでいるのかを確認し、医師・看護師・
薬剤師・管理栄養士・リハビリ・ソーシャルワーカーで退院後の生活を
見据えたカンファレンスを行い、患者さんそれぞれの退院までの目標
を決定し、多職種が協力し早期退院が出来るよう援助しています。
　病棟スタッフは、新卒からベテランまで幅広い層のメンバーが働き、
日々奮闘しています。お互いを思いやり協力しながら、楽しく仕事が
出来るそんなアットホームな病棟です。

５階北病棟 師長　石 橋 保 枝

散らし寿司
ミートローフ
鯛のムース トマトソースかけ
えびしんじょう
たたきごぼう

かぼちゃの煮付
紅白なます 
きんとん 
黒豆 
おはぎ 

病棟スタッフ（筆者２段目右端）

他職種カンファレンス

パートナーシップ

嚥下食とは、高齢や疾患などのため嚥下障害を持つ人が飲み下しやすいように工夫した食事。
適度な粘度があり、変形しながら滑らかに喉を通過しやすいものです。
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赤字は病院休診日

病院カレンダー
２月
日 月 火 水 木

1
8
15
22

2
9
16
23

3
10
17
24

金 土

7
14
21
28

6
13
20
27

4
11
18
25

5
12
19
26

３月
日 月 火 水 木

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17

金 土

7
14
21
28

6
13
20
27

4
11
18
25

5
12
19
26

2019年 1月
日 月 火 水 木

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

金 土

3
10
17
24
31

2
9
16
23
30

7
14
21
28

1
8
15
22
29 24

31

　昨年11月21日「第30回あかつき会」が開催されまし
た。今回は「腎代替療法について」をテーマに取り上げま
した。
　糖尿病センター長 中村医師より、第１部「腎臓が悪く
なったら」というテーマでお話がありました。腎臓が悪く
なり機能しなくなると透析を行わなければなりません。糖尿病の３大合併症の１つである糖尿病腎症
は現在、透析導入原因の第１位となり、糖尿病腎症からの新規透析導入患者数は全国で約1600万人
となっています。透析患者さん１人に対し年間約560万円の費用が必要で、国を挙げて透析予防に取
り組み始めています。腎臓を悪くしないようにするには①糖尿病のコントロールをしっかりする②血圧
を適正に保つ③塩分を控えめにする、そして特に大事なのが④腎臓を悪くならないようにしようと思
う気持ち‼であるという説明がありました。腎臓は悪化すると元には戻せません。定期的な検査を
しっかり行い、腎臓を悪化させないようにしましょう。
　第２部では、黒川管理栄養士による「食物繊維って」というテーマでお話がありました。食物繊維を
摂取することにより①腸内環境を整え便秘防止②血糖値の急な上昇を抑える③食べ過ぎ防止④コレス
テロールの吸収を抑える効果があることの説明がありました。食物繊維は１日男性：20g、女性：
18gの摂取が必要ですが、現在の食生活ではほとんどの方が摂取できていません。野菜約350gを摂
取することにより食物繊維８～10g（１日の半分の食物繊維）に値します。食物繊維は野菜の他、きの
こ類、豆類、海藻などにも多く含まれており工夫して摂取することが大事なことがわかりました。
　茶話会では食物繊維が豊富な胚芽もち麦と押麦の２種類を試食しました。食感も良く食べやすく白
米に混ぜて炊くだけで食物繊維を簡単に摂取できるため、皆さん非常に興味を持って食べていまし
た。食物繊維のサプリも発売されており、野菜が苦手な方はサプリを使って摂取してみてはいかがで

しょうかとのアドバイスもありました。
　第３部では、職種ごとによる糖尿病に関するクイズを
行いました。普段、何気なく行っている行動を見直す
きっかけになりました。解説の途中では中村医師の診療
中の体験談なども話してくださり、楽しくクイズを解けた
と思います。
　腎臓はとても大事な臓器です。血糖コントロールや血
圧、塩分などに注意し透析にならないように頑張って治
療していきましょう。
※ あかつき会とは…糖尿病教育入院をされた患者さん・ご家族の
会です。

あかつき会開催報告
臨床検査部臨床検査センター　渡 部 聖 志

クイズの司会をする熊倉看護師と解説をする中村医師

食物繊維について説明する黒川管理栄養士

第30回
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平成31年1月  外来診察表

※救急対応や緊急手術をはじめとする諸事情によっては、臨時的に変更または休診させていただく場合がございますのでご了承ください。 お問い合わせ先　TEL（0897）37-7116（直通） 医事課

受 付 時 間

内

　
　
　
　科

整 形 外 科

乳腺・内分泌外科

腫 瘍 内 科

科別 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 午 後

循 環 器 内 科

曜日 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日

妹尾則孝
島村安則
スポーツ・上肢外来
第２火曜（予約のみ）

塩崎泰之
脊椎・脊髄外来
（予約）

小澤正嗣

午 前 8:30～11:00
̶ ̶̶̶ ̶

ペースメーカー外来
松尾直朗
（偶数週）
岡　明宏
（奇数週）
  2:00～

※原則として、初診は院内または院外からの紹介となり、再診は完全予約制です。がんセンター
̶ ̶ 小西　順小西　順 ̶ ̶ ̶松原　稔 三好誠吾三好誠吾一 般
̶ ̶ ̶̶ 萩原宏明̶ ̶̶ ̶̶肝 臓

腫 瘍 外 科 ̶ ̶小林一泰小林一泰
小西祐輔

̶中川和彦 ̶福原哲治 ̶
佐伯英行
中川和彦
赤本伸太郎

̶

腫瘍放射線科 ̶ ̶̶ ̶̶ ̶三谷昌弘
（初診）

加藤　勤
（再診）

̶̶放射線治療   9:00～  1:00

緩 和 ケ ア ̶小林一泰̶̶̶ ̶̶ ̶̶ ̶̶

午前
午後

8:30～11:00
  2:00～  4:00

城戸龍樹
鳥飼智彦
（奇数週）
池川泰民
（偶数週）

池川泰民
鳥飼智彦
（偶数週）

池川泰民
鳥飼智彦

鳥飼智彦
城戸龍樹

池川泰民
鳥飼智彦
（奇数週）
城戸龍樹
（偶数週）

宮本和久
城戸龍樹

城戸龍樹
池川泰民

宮本和久
鳥飼智彦

宮本和久
城戸龍樹鳥飼智彦眼 科

午前
午後
木のみ

8:30～11:00
  2:00～  4:00
  3:00～  4:30

村上隆浩 山本恵理子 山本恵理子 鎌田昌平 鎌田昌平村上隆浩 村上隆浩 村上隆浩̶ 山本恵理子
※木曜日は非常勤医師による予約制です。詳しくは木曜日の診察時間内に電話等で、お問い合わせください。

産 婦 人 科

午後   2:00～  5:00 ̶ 内ノ村聡 ̶ 沼　哲也̶ ̶細川一枝 ̶加藤　勤 井石龍比古放射線診断科

担 当 医
（予約のみ）

担 当 医
（予約のみ）

担 当 医 担 当 医 担 当 医 担 当 医 担 当 医
（予約のみ）

担 当 医担 当 医
（予約のみ）

担 当 医
（予約のみ）リハビリテーション科 午前

午後
8:30～11:00
  1:30～  4:00

午前
午後

8:30～12:00
  3:00～  4:30 ※予約制です。あらかじめ電話等で、お問い合わせください。

兵頭誠治 兵頭誠治 兵頭誠治 兵頭誠治兵頭誠治 兵頭誠治兵頭誠治 兵頭誠治 ̶̶歯科口腔外科

井石龍比古
沼　哲也̶ ̶ ̶ ̶̶̶̶ ̶放射線ＩＶＲ科 ※紹介により診察時間を調整します。

消化器内科
松原　稔
̶

鈴木誠祐
̶

鈴木誠祐
吉田　理

萩原宏明
竹井大介

萩原宏明
̶

消化器内科初診 竹井大介 松原　稔 鈴木誠祐宮阪　啓 石田正也
松原　稔

腎 臓 内 科 堀元直哉堀元直哉 堀元直哉 ̶ ̶

̶ 松本佳則
（第２金曜日）リウマチ・膠原病外来 ̶ ̶佐田憲映

（第４月曜日）
佐田憲映
（第４月曜日）

̶ ̶ ̶ 松本佳則
（第２金曜日）

̶ 松尾直朗
（予約）

清山浩介̶梶谷昌史 清山浩介 岡　明宏 ̶ ̶梶谷昌史
午前再診
午後火

8:30～11:00
2:00～  4:00予約

のみ

8:30～11:00午前紹 介　　
初診のみ ̶ ̶̶ 梶谷昌史松尾直朗發知淳子 ̶ 岡　明宏清山浩介 ̶

火乳腺甲状腺
エコー外来   3:00～  5:00

※乳腺甲状腺エコー外来は完全予約制です。原則として院内紹介となるため、事前に他の診療科の診察が必要となります。
中川和彦̶ ̶ ̶ ̶ ̶̶ ̶ ̶̶

乳腺外科 午前 8:30～11:00 ̶ 杉森和加奈 杉森和加奈 ̶ ̶ ̶̶ ̶̶ ̶

初診
再診 月・水・金

火・木
金

8:30～11:00
8:30～12:00
8:30～11:00
  2:00～  3:30 ※木曜日の午前は手術のため、診察できない場合がございます。あらかじめ電話等で、お問い合わせください。

̶ ̶ ̶高橋　潔
東　久登
小川智之

東　久登
小川智之

冨田陽介
西本　健

冨田陽介
担 当 医̶ 担 当 医

脳 神 経 外 科

午前
午後

8:30～12:00
  4:00～  5:00

近藤厚敏近藤厚敏 近藤厚敏 近藤厚敏 近藤厚敏 近藤厚敏 近藤厚敏 近藤厚敏̶ ̶皮 膚 科

外 科 午前 8:30～11:00 ̶福原哲治小西祐輔 小林一泰 中川和彦
佐伯英行
中川和彦
赤本伸太郎

̶̶ ̶̶

糖尿病内科
中村　達
  4:00～

糖尿病内科
中村　達
  3:00～

血 液 疾 患
小西　順
  2:00～

腎臓病内科
堀元直哉
  2:00～

消化器内科
吉田　理
  2:00～
CAPD外来
堀元直哉
  2:00～

̶̶̶̶ ̶ ̶午 後専門外来等 予約のみ
時間は右表の通り

松浦文三
（第3金曜日のみ）内分泌外来 ̶ ̶ ̶ ̶

小西　順
（予約のみ）血 液 疾 患 ̶ ̶ ̶ ̶

糖尿病内科 ̶ 中村　達中村　達 中村　達 中村　達

初　　診 發知淳子 松原　稔今村良樹 朝井洋晶 小西　順

午前
午後

8:30～11:00
  4:00～  5:00耳 鼻 咽 喉 科 ̶ ̶̶ ̶ 武田靖志

（予約のみ）
武田靖志武田靖志

（予約のみ）
武田靖志武田靖志武田靖志

※水曜日および木曜日は手術のため予約制です。院外からの紹介の方や緊急を要する場合は、お問い合わせください。

午前 8:30～11:00泌 尿 器 科
̶̶ ̶篠森健介

堀井　聡
篠森健介
堀井　聡

篠森健介
柳垣孝広

桑野晴美
柳垣孝広

桑野晴美
柳垣孝広

̶ ̶

※手術のため受付時間が変更となる場合がございます。あらかじめ電話等で、お問い合わせください。

8:30～11:00午前初 診・
予 約 外 妹尾則孝小澤正嗣田中孝明 田中孝明 妹尾則孝 妹尾則孝

午前 8:30～11:00
月・水・金 午後 4:00～  5:00

田中孝明
膝・スポーツ外来
（予約）
3:00～

小澤正嗣
（予約）

妹尾則孝
（予約）

田中孝明
（予約）

妹尾則孝
（予約）

小澤正嗣
宇川　諒
※手術のため、診察できない場合がございます。あらかじめ電話等で、お問い合わせください。

形 成 外 科
午前 8:30～11:30

午後 火 2:00～  4:00
̶ ̶̶宮本なつみ 宮本なつみ 安井史明安井史明 ̶安井史明

（処置予約）

宮本なつみ
（奇数週）

安井史明
（偶数週）

※火曜日は午前・午後ともに手術のため、診察できない場合がございます。あらかじめ電話等で、お問い合わせください。

神 経 内 科 ̶ 宮上紀之
（予約・隔週）

辻井智明
（予約・隔週）

辻井智明
（予約・隔週）

宮上紀之
（予約・隔週）

̶̶ ̶ ̶̶
※予約制です。火曜日の宮上と水曜日の辻井は別の週を担当します。詳しくは電話等でお問い合わせください。

企画・発行/医療法人住友別子病院
〒792-8543 愛媛県新居浜市王子町3番1号
TEL（0897）37-7111　URL http：//www.sbh.gr.jp/

編集 /病院ニュース編集委員会
住友別子病院ニュースに関するご意見・ご感想は
TEL（0897）37-7133　FAX（0897）37-7134 までお寄せください。


